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と考えるOまた,ジョセフソン電流の cosP項の問題 1)は トンネ/レハミ/レトニアンの
方法では説明出来ない ｡ このことからも,トンネル接合を開放系と考えた計算をしてみ
る価値があると思われる｡ ここでは,超伝導の場合は除外 して,正常 トンネ/レ電流の場
合を考えて見る｡
下図のように,電位の異なる2つの粒子浴を左右の電極に取 りつける｡
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局在電子 ･格子系の二次光学過程
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共鳴的な二次光学過程に含まれるレーリー散乱,ラマン散乱,ホット･/レミネッセ
ンス,ルミネッセンスの各成分が果 して原理的に区別されるか否か,或いはこれらの成
分の間の相互関係がどのようになっているかという問題に関しては,近年非常に議論の
多い所である｡物理的には入射光と散乱光との周波数及び偏光特性の相関が,中間状態
における緩和によってどのように影響をうけるかを明らかにしなければならない｡中間
状態における緩和には.編射減衰及び無頼射緩和の二種類あるが,ここではこのいずれ
をも統計力学の手法を用いて定式化した｡この一般理論を用いて二次光学過塩の各成分
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